
 

 

 

 

報道関係者 各位 

令和 2年 9月 3日 

四国大学／四国大学短期大学部 

学長 松重 和美 

 

「新あわ学コース」放送講座の開設について 
 

 平素は本学の教育研究活動にご支援・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

四国大学及び徳島県立総合大学校では、昨年度に引き続き、徳島の歴史や文化、産業など徳島

のことについて体系的に学ぶ「新あわ学コース」を開催することとし、受講生を広く募集いたし

ます。今年度は、新型コロナウイルス感染拡大に伴い県内ケーブルテレビにて放送講座として実

施いたします。 

多くの皆様に、ご受講いただき、地域の魅力を学び、理解を深め、愛着と誇りを持って地域に

根付き、地方創生の担い手としてご活躍いただくためのコースとなっております。 

本件につきまして、実施告知および取材方ご配慮くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

記 

 

■対象者：徳島県民（移住者や移住しようとしている方を含む）、大学生、県職員・市町村職員 

■講 師：四国大学、徳島大学等の教職員、県機関、関係機関の職員 

■講 座：７分野（文化、自然・地理、くらし、歴史、地域、産業・経済、その他）7講座 各

１コマ（１コマ６０分） 

■期 間：令和２年１０月から令和３年２月まで 

■申込方法：はがき、ファクシミリ、電子申請にて９月２日（水）より 

各講座ごとに随時下記まで申込み 

■申込先・問合先 

四国大学 SUDAchi推進室「新あわ学コース」事務局 

〒771-1192 徳島市応神町古川字戎子野 123－1 

TEL：088-665-9953  

FAX：088-665-9982 

HP：https://www.shikoku-u.ac.jp/coc/shinawagakucourse/ 

以上 

 

 

＜本件に関する問合せ先＞ 

四国大学 SUDAchi推進室「新あわ学コース」事務局 

TEL: (088)665-9953（平日 9～17時） 



コース放送講座新あわ学
まなびーあ徳島

10月 

▲ 1月
令和2年度

＊1回につき1単位修得できます

受講料…無料
（放送予定）

徳島県立総合大学校／徳島県立総合大学校／

本年度は、新型コロナウイルス感染防止のためテレビトクシマの協力を得て放送講座として実施します。

石井町教育委員会所蔵



コース放送講座
まなびーあ徳島

「新あわ学コース放送講座」受講を申し込みます。

〒
住  所

ふりがな

氏  名

電話番号

講座番号

利用ケーブル
テレビ局名

講 　 座 　 名

講 座 申 込 書

新 あ わ 学
1講座60分

徳島のことについて歴史や文化などを体系的に学び、地域に愛着と誇りを持ち、徳島の魅力を再発
見していただくことを目指します。

四国大学文学部

須藤　茂樹

石井町文化財
保護審議会

立石　恵嗣

歴
史

A2004

阿波藍の歴史を考える

日本遺産認定、東京オリンピックの色などで注目されている阿波藍。江戸時代に全国を席巻
した阿波藍の勢いを確認した上で、阿波藍の歴史を「近代」にスポットを当てて考えます。

放送予定 11月

放送予定 10月

放送大学

石川　榮作
文
化

A2001

ポルトガルの文人モラエスと徳島
ポルトガル・リスボン生まれのモラエス(1854-1929)は、神戸大阪ポルトガル領事の職を
突然辞して、1913年7月に徳島に移住してきて、晩年の16年間を徳島で過ごします。モラ
エスは終(つい)の住処(すみか)としてなぜ徳島を選んだのでしょうか。
それには神戸で亡くなった徳島出身のおヨネへの愛のほかにも理由があったと思われます。
本講演ではモラエスと徳島について考えてみましょう。

那賀町役場

橋本　浩志
地
域

A2005

那賀町「林業」について
那賀町は「木頭杉」の生産を中心に古くから林業が盛んな町で、その名残で夏には「木頭杉
の一本乗り」という、川に杉の丸太を浮かべて、どれだけ長く乗っていられるか、というイ
ベントも行われています。
今回は、こうした那賀町林業の過去から現在にかけての変化や、徳島県、全国の林業、木材
産業の変化について紹介するとともに、森林の持つ様々な役割について、改めて学べる内容
になっています。是非受講してみてください。

放送予定 12月

徳島大学
人と地域共創センター

澤田　俊明

自
然･

地
理

A2002

里地・里山景観の価値と特徴
日本の原風景として、里地・里山の景観があります。里地・里山の景観には、どのような特
徴や価値があるのでしょうか。また、これらの把握はどのように行い、私たちの暮らしや生
活に寄与しているのでしょうか。
講座では、上勝町での調査・研究・活動成果から、里地・里山の代表的な棚田景観の特徴や
価値について、GIS、色彩、文化的景観、アフォーダンス、生業景観、景観まちづくり、資
源の活用等の観点から学びます。

放送予定 10月

1講座60分

感想文用紙と受講者
アンケートの送付

受講の講義資料、感想文用紙と
受講者アンケートを御自宅へ送
付します。この感想文用紙と受
講者アンケートを1講座ごとに記
入していただきます｡

受講修了者の認定

修了後は感想文用紙と受講者アン
ケートを記入の上返送していただ
き、受講確認ができた方へ受講修
了者の認定証（まなびーあ徳島の
シール）を送付します。

受講方法
県内ケーブルテレビの地デジ12
チャンネル（ケーブル12チャン
ネル）にて受講して下さい。

放送期間終了まで随時お申し込み下さい

四国大学生活科学部

髙橋　啓子

く
ら
し

A2003

ふるさとの味を楽しもう
近年郷土料理は若い世代で食されることが少なくなり、その継承が課題となっています。
しかし、地域の食材を使い、地域で育まれた郷土料理・家庭料理は今も多くの県民に親し
まれ、懐かしい味として受け継がれています。本講座では、徳島の郷土料理の紹介や地域
の特徴を概説します。あの時食べた懐かしいふるさとの味を思い出してみませんか。

放送予定 11月

徳島経済研究所

荒木光二郎

産
業･

経
済

A2006

徳島県の経済と産業-統計から読み解く特徴と可能性
徳島県は、他県と同じように少子高齢化・人口減少が大きな課題となっています。しかし、一
世帯当たりの預貯金残高やテレビなどの普及率からみると経済的に豊かで、｢讃岐男に阿波女｣
という言葉通り女性が生き生きと活躍する県です。この講座では、こうした徳島県の経済や産
業の特徴や将来の可能性について、統計も使いながら分かりやすく読み解いていきます。

放送予定 12月

地域教育・連携センター
四国大学

峪口有香子

そ
の
他

A2007

あわ検定対策講座
「あわ検定」は、徳島の歴史・文化・自然・産業・くらしなどについて深く掘り下げるとと
もに、その魅力を再発見・再認識していただき、さらに観光振興にもつなげ、徳島の活性化
を図ることを目的とした検定です。「第４回あわ検定」にむけて、一緒に学習していきま
す。※なお、検定申込書は、秋頃より配布予定です。別途申込お願いいたします。

放送予定 1月

放送期間
1講座4回放送します。放送日時は
四国大学とテレビトクシマの各
ホームページでご案内します。
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新あわ学コース放送講座のお申し込みは…

７ ７ 1

徳島市応神町古川字戎子野 123-1

四国大学
 SUDAchi 推進室「新あわ学コース」事務局 行

63円切手
をお貼り
ください

〒771-1192  徳島市応神町古川字戎子野 123-1
TEL 088-665-9953　Fax 088-665-9982

❶申込はがき
❷ファクシミリ：088-665-9982
❸電子申請

上記いずれかにより、
「四国大学 SUDAchi推進室「新あわ学コース」事務局」まで、
お申し込みください。

日令和3年 2月 日14

※受検申込書は秋頃から配布いたします。多数のご参加をお待ちしております。

右のＱＲコードを携帯電話で
読み取り、必要事項を入力し
てください。

無料■　受検料╱

事前申込制■　申込み╱

キリトリ✂

四国大学  SUDAchi推進室「新あわ学コース」事務局

主催・問い合わせ先

第 4 回 わ 検定あ

https://www.shikoku-u.ac.jp/coc/
　　　　　　　 awa-kenteikakomondai/

●公益財団法人徳島経済研究所編
　『徳島が好きになる本 文化と経済で見る徳島』
　 /2016.7
　（四国大学COCサイトより、PDF版をダウンロードできます。）

●徳島県教育委員会『あわ文化テキストブック』
　 /「あわ文化テキストブック」活用検討委員会•2017.3
　（あわ文化教育サイトより、PDF版をダウンロードできます。）

●四国大学新あわ学研究所編
　『大学的徳島ガイド－こだわりの歩き方』
　 /昭和堂•2017.7

●須藤茂樹著『徳島県謎解き散歩』
　 /新人物往来社•2012．7

■　内　容╱

■　「あわ検定」過去問題╱

■「あわ検定」参考書╱

徳島県の歴史・文化・自然・産業・くらし等に関する知識を検定します。検定問題は
四者択一方式、50問中約6割以上で合格とみなします。今年度は、｢徳島の食と
郷土料理｣に関する問題を多数出題する予定です。

※なお、新型コロナウイルス感染拡大（とくしまアラートの発動等）により、実施方法を現在
検討中です。受検申込書の配布とともにご案内いたします。


